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平成３０年度 地域貢献活動支援報告書 

 

地域イノベーション推進機構長 殿 

 

                       所 属 教育学部・教授 

                       氏 名  重 松 良 祐 

 

活動テーマ 三重大学隣接中学校区の学校園における学習及び活動支援 

実施期間 平成 30 年 5 月 1 日 ～ 平成 31 年 3 月 29 日 

活動内容 

（１）具体的な活動実施内容 

1．学生による小中学校での定期的な授業支援 

小中学校での毎週の算数・数学・理科の授業への支援。 

2．学生による小中学校での集中的な授業支援 

小中学校での理科の観察・実験授業、家庭科の調理実習・ミシン実習、

体育科の水泳学習・体つくり運動、生活科の地域探検やおもちゃづく

り授業、音楽科合唱指導、情報教育、防災教育、特別支援教育などの

授業支援。 

3．学生による幼稚園・小中学校での行事等の活動支援 

幼稚園内外の園活動の支援、小学校での体力測定や国際交流活動等の

行事の支援など。 

 

（２）地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与，広がり） 

 対象学校園の授業をはじめとした教育活動の充実と、園児、児童、生

徒一人ひとりに対するきめこまやかな支援を実施した。 

 

（３）共同実施者との連携状況  

 77 件の連携活動を実施した（300 日、延べ 580 名）。 

 

（４）大学の教育・研究成果のかかわり 

 大学生が大学で学んだことを地域に伝えるとともに、大学教員の研究

や実践の成果を校園に伝えることができている。さらに、隣接する２つ

の中学校区と連携して地域貢献と教員養成を併せて進めることは、全国

で唯一のモデルであり、そうした先進的な事業を継続的に発展させるこ

とができていることは今後の研究・教育の発展に繋がる。 

 

（５）イベント等開催実績（名称，実施場所，参加人数等） 

 12 月 5 日（水）13：00～17：00、環境・情報科学館 3階 

 大学教員、大学生、校園教員など、計 120 名 

 

（６）これまでの取組みによって得られた具体的な成果について 

 教育学部の一身田・橋北校区連携推進委員会が発行した報告書を参照。

 

 


